
　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生
活での悩みなどの相談（無料、電話代は別）に、看護
師や社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライ
ン」（☎03−3562−7830）を開設しています。祝日を除い
て毎日午前10時から午後6時まで受け付けています。
相談時間は1人20分まで。予約は不要です。

　日本対がん協会は、専門医による面接相談および
電話相談（ともに無料）を受け付けています。いずれ
も予約制で、予約・問い合わせは月曜から金曜の午前
10時から午後5時までに☎03−3562−8015へ。相談の時
間は電話が1人20分、面接は1人30分（診療ではありま
せん）。詳しくはホームページ（http://www.jcancer.
jp/）をご覧ください。

がん相談ホットライン　祝日を除く毎日
03−3562−7830

医師による面接・電話相談（要予約）
予約専用　03−3562−8015

公益財団法人 日本対がん協会　「日本対がん協会」と「対がん協会」は登録商標です
〒100−0006　東京都千代田区有楽町２−５−１　有楽町センタービル（マリオン）13Ｆ

☎（03）5218−4771　http://www.jcancer.jp/
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主
な
内
容

１、２面　がん征圧ポスターデザイン
　　　　　コンテスト

４面　�ＲＦＬ茨城レポート

６面　ピンクリボンムービーサプライ
　　　第１弾完成

１部70円（税抜き）

　第２回がん征圧ポスター
デザインコンテストの入賞
作品が決まった。最優秀賞
に選ばれたのは、東北芸術
工科大学３年の辻敦洋さ
ん。がんが広がるさまを、
オセロの白黒を用いて表現
した作品だ。優秀賞は、武
蔵野美術大学１年の大熊仁
さん、名古屋造形大学１年
の川村美貴さん、日本大学
２年の冨永汐里さんの作品
が選ばれた（２面に掲載）。
昨年の第１回と比べると、
全国から応募が集まった。
　本コンテストは応募資格
を学生（大学生、大学院
生、短大生、専門学校生）
とし、日本対がん協会が昨
年から開催している。がん
について知ってもらい若者
の発想とデザイン力をいか
してがん検診の受診を呼び
かけることが目的だ。
　審査会は４月16日に有
楽町朝日ホール（東京都千
代田区）で開催。入賞した４
作品は満場一致で選ばれた。

ザイナー）、本田亮（クリ
エイティブディレクター）、
秋山耿太郎（日本対がん協
会理事長）。
　ポスターは５万部ほど印
刷し、９月のがん征圧月間
に合わせて全国の自治体、
保健所、病院などで掲示さ
れる。また、福岡市で開催
するがん征圧全国大会で表
彰する予定。

　辻さんの作品は、がんの
怖さを端的に示している点
が評価された。メッセージ
がまっすぐに伝わる作品
で、審査会では「怖すぎな
いだろうか」という議論も
あったが、検診に足が進ま
ない人をこのポスターが後
押ししてくれることを期待
する。
　受賞を知らせると、辻さ
んは「ただただ嬉しい…驚
いています」と話した。難
しいテーマだと思ったが、

いたい。このポスターで早
期発見の大切さを伝えられ
たらうれしいし、実際に検
診に行く人がいたらもっと
うれしい。」と真摯に語っ
た。
　審査員は、長坂伸司（厚
生労働省健康局がん対策・
健康増進課）、中川恵一
（東京大学医学部准教授）、
廣村正彰（グラフィックデ

５万部印刷  全国で掲示
辻 敦洋さん（東北芸工大）に最優秀賞

がん征圧ポスターデザインコンテスト
ーを見たとき
の気持ちに配
慮すること。
過去のがん征
圧ポスターを
参考にした
り、漫画『ブ
ラックジャッ
クによろし
く』を読んで
がん告知の難
しさを知った
ことを思い出
し、工夫し
た。「多くの人
にがんに関心
を持ってもら 最優秀賞　辻さんの作品

この制作に取り組むことで
視野が広がり自分の糧にな
ると思い挑戦した。
　制作期間は約２週間。パ
ッと目を引くように、シン
プルなデザインを追求し
た。データを示されても、
立ち止まってすべてを見る
人はなかなかいないだろう
と考えたからだ。何パター
ンも描いてみて、白のオセ
ロの位置をここに決めた。
　制作過程で難しかったの
は、がん患者がこのポスタ
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「２人に１人」を
わかりやすく

　武蔵野美術大学の大熊仁
さんの作品は、日の丸と人
のピクトグラムを組み合わ
せて「日本人の２人に１
人」を明快に表した。コン
セプトは「がんを国民全体
で考える」。老若男女すべ
ての国民にこの現実を少し
でも知ってほしいという思
いが込められている。
　そう考えたのは、このポ
スター制作を通してがんを
身近に感じることができた
から。これまでテレビなど
でがんと聞いても他人事だ
ったが、コンテストの資料
を見て印象的だったのが、
がん検診は「健康な人が対
象」だということ。何か兆
候が出てから行くものと思
いがちだが、そうではない
と知って、遠い話ではない
と思った。
　作品のポイントは、誰に
でもわかりやすく伝わるよ
う工夫したこと。審査員か
らも「２人に１人」という
事実がひと目でわかり、か
つインパクトを持って表現
されており、自分も検診に

描こうと思った。それだけ
は制作当初からぶれず、少
しずつデザインを固めてい
ったとのこと。がんかどう
かは病院に行かなければわ
からないので、その一歩で
今後の人生が変わるかもし
れない、そのことを伝えた
かったと話す。「勇気ある一
歩　あなたを救う一歩」「知
ることは怖い。だけど知ら
ないことは、もっと恐ろし
いのです。」というコピー
にも表れている。
　パソコンで絵を描くよう
になったのは大学生になっ
てから。応募時は２年生。
まだ自分の思うように上手
く描けず、靴を描くのに特
に苦労した。自宅で自分の
靴を観察して描いた。
　受賞を知らせると「本当
ですか？」と弾んだ声で喜
んでくれた。大学のサーク
ルでグラフィックデザイン
に取り組んでおり、先輩に
教えてもらったデザイン関
連のポータルサイトを定期
的にチェックしていたとこ
ろ、本コンテストを見つけ
た。以前からポスター制作
に興味が強かったことと、
「大切なことを伝えたい」
と思い、コンテストへの応
募を決めた。また、学生対
象の表記を見て、今しか応
募できないコンテストを選
んだそうだ。
　大学の教授が「おめでと
う。今後もっといろんなコ
ンペにチャレンジしたら」
と激励してくれたという。
冨永さん自身、これを機に
いろんなことにチャレンジ
したいと語った。

行かなくてはと思うのでは
と評価された。
　本コンテストは、大学に
掲示されていた告知ポスタ
ーを見て知った。応募した
理由は学生対象であったこ
と、規模の小さいコンテス
トなのであまり緊張せずに
応募できると思ったから。
B２サイズのポスターを制
作するのが初めてだったの
で、サイズに適したレイア
ウトやフォントの構想に３
週間ほどかかった。

手書きのあたたかさ
が魅力

　応募者の中で唯一、手書
きの作品を送ってくれたの
が名古屋造形大学の川村美
貴さんだ。PCでデザイン
するソフトウェアを持って
おらず、手書きでも応募で
きると知って制作に取りか
かった。受賞は信じられな
いといった様子。技量不足
だと感じているようで、恐
縮しきりだった。しかし審
査員たちはまさに、手書き
のあたたかさに惹かれ選出
した。
　がんをマイナスよりプラ

スにとらえられる、あたた
かい作品をめざした。特に
病院などで掲示されるポス
ターなら、見た人を元気づ
けられるような、明るいイ
メージにしたいと思った。
参考になったのは、以前に
テレビで紹介されていた、
子どもに予防接種を呼びか
ける工夫。受けないと病気
にかかると怖がらせるので
はなく、受けたら元気にな
る、と伝えた方が効果的と
いう内容だった。
　制作期間は１か月弱。特
に色に注意を払い、優しす
ぎると目につかないだろう
し、きつすぎると周りの風
景と合わないだろうと考え
試行錯誤した。灰色がかっ
たオレンジ色と、手を耳に
当てる顔の線画が調和して
いる。

その一歩を
踏み出して

　日本大学の冨永汐里さん
の作品は、検診に向かう
「一歩」を描いている。が
んが見つかるのが怖くてた
めらう人や検診を面倒がる
人の勇気が出るような絵を

優秀賞は武蔵野美大の大熊仁さん他３作品

優秀賞　大熊さんの作品

優秀賞　川村さんの作品

優秀賞　冨永さんの作品

がん征圧ポスターデザインコンテスト
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　２月４日、世界対がんデ
ーの日本イベントとして、
公開シンポジウム「子ども
の時からがん予防の姿勢を
作る」が三重県総合文化セ
ンターで開催された（UICC
日本委員会など主催）。
　がん教育は、文部科学省
も取り組みを本格化し始め

方々の講演があり、垣添忠
生・日本対がん協会会長を
座長に、会場から質問を受
けての討論が行われた。
　北川知行・UICC日本委
員会委員長が「がん予防に
は子どもの時からの教育が
大切」と問題提起。濱嶋信
之・名古屋大医学部教授
が、喫煙習慣と肥満が、が
んを始め多くの病気の原因
となるとの観点から教材作
りの大切さを述べた。坂口
力・元厚労相は、がん教育
にあたっての行政の課題と
して、地域や住民との協力
関係の構築を取り上げた。

ており、関心が高い。県内
を中心に、教員、医療関係
者、議員、一般の方と幅広
く300人が参加した。
　今回のシンポの特徴は、
教育現場からパネリストを
招いたこと。
　岡崎光子・香川栄養学園
女子栄養大学名誉教授は、

健全な食生活の実現に向け
た努力の重要性を訴えた。
　埼玉県川口市立芝富士小
学校の大澤正則校長は、生
きる力を育む観点から講
演。ビオトープ作り、地域
の協力を得て自分たちで食
物を収穫、会食型の給食で
の交流、挨拶運動など、自
身の多彩な教育実践を紹介
した。同時に、運動不足や
不規則な生活習慣、子供同
士の関係作りなど、子ども
を取り巻く問題も指摘し、
社会全体で協力して取り組
む必要性も訴えた。
　シンポではほかに次の

　がんになったその後に、
一体どんな食事や生活をす
れば良いのだろうか。米国
対がん協会の最新ガイドラ
イン『「がん」になってか
らの食事と運動』（法研　平
成25年刊）を監訳された、
早稲田大学大学院客員教
授、坪野吉孝先生にお話を
伺った。
　「残念ながら、現時点で
がんの再発率や生存率を改
善することが、科学的に十

（法学研究科・医学系研究
科）時代から一貫して科学
的根拠のある情報とは何か
を問い続けてきた坪野先生
はそう強調する。
　とはいえ、患者や家族は
不安に思うもの。「科学的根
拠」と言われてもそれを判
断するのが難しい。「こうし
なさい。そうすれば治る」
と断言してもらった方が楽
とも言える。そんながん体
験者や家族の切実な思いに
応えて坪野先生が作成した
のが図表２のフローチャー
トだ。耳触りの良い健康情
報や食事療法に飛びつく前
に、ぜひこのフローチャー
トを活用してほしい。

分確認されている食事療法
はないんです。というの
も、大規模で長期的な臨床
試験や追跡調査は莫大な手
間と時間と費用がかかるん
ですよ。しかもそれに見合
う利益はほとんどないので
すから」。
　つまり、これが新薬の開

しろがんと診断され
たり、治療を終えた
後のがん体験者や家
族の切実な気持ちに
付け込んで、効果の
わからないサプリメ
ントや健康食品に頼
り、結果的に有用性
が確認されている通
常の治療を受けずに
治療の機会を失って
しまうことの方が大
問題です」。前職の
東北大学大学院教授

米国最新ガイドライン『「がん」になってからの食事と運動』を刊行
坪野吉孝さん 「正しい健康情報を見抜くために」

著　者
インタビュー

三重県でシンポ  小学校での実践も紹介世界対がんデー

いため、公的機関などが取
り組まない限り、なかなか
大がかりで長期的な調査を
行えないのだという。実際

発のための臨床試験だとし
たら新薬の完成後に製薬会
社は大きな利益を得るが、
そういった利益が見込めな

同ガイドラインの概要（図
表１）は拍子抜けするほど
シンプルだ。
　「でも、これが最新の科
学的な研究の成果と限界の
両方を踏まえて作成された
ものなのです。ですから、
これだけで良いのかと心配
することはありません。む

食育からのアプロ
ーチを講演した。
栄養、食事内容の
バランス、楽しく食
事をとること、運
動や睡眠など生活
リズムのバランス
を整えることなど、

学校での取り組みを紹介する大澤校長
（望月友美子さん撮影）

健康情報の信頼性を評価するためのフローチャート

具体的な研究にもとづいているか？

研究対象はヒトか？

専門誌で論文報告されているか？

信頼度の高い研究方法か？

複数の研究で支持されているか？

信頼性が高く参考になる。ただし、将来
情報が覆る可能性もあるので注意

はい いいえ

ステップ１

例：体験談、専門家と称する人の話

例：試験管内実験、動物実験

例：学会発表

例：少人数を対象とした症例報告

例：特定の研究者だけが報告

はい いいえ

ステップ２

はい いいえ

ステップ３

はい いいえ

ステップ４

はい いいえ

ステップ５

低

高

情
報
の
信
頼
性

がん生存者の栄養と運動に関する
米国対がん協会のガイドライン

（2012年第４版）
健康的な体重を達成し維持しましょう。
・もし過体重や肥満の場合は、高カロ
リーの食物や飲料を制限し、減量す
るため運動量を増やしましょう。

定期的に運動しましょう。
・運動不足を避け、診断後もなるべく
早く通常の日常生活に戻るようにし
ましょう。
・１週間に150分以上運動することを目
標としましょう。
・１週間のうち２日以上は筋力トレー
ニングを運動に含めましょう。

野菜、果物、全粒穀物が多い食事パター
ンにしましょう。
・「がん予防のための栄養と運動に関
する米国対がん協会ガイドライン」
に従いましょう。

CA Cancer J Clim 2012; 62: 242-274.

図表１ 図表2
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　リレー・フォー・ライ
フ・ジャパン茨城が５月
17～18日に研究学園駅前
公園（茨城県つくば市）で
開催された。日本のRFL
発祥の地ということもあ
り、おなじみの顔が集ま
る。発足当時の実行委員も
15人ほど駆けつけ、一年
ぶりの再会を喜び、称えあ
っていた。
　陽射しが照りつける会場
では、開場前から学生の姿
が目立つ。ルミナリエバッ
グを並べたり、進行を確認
したりしている。中等教育
学校教諭でもあるつくば実
行委員長の宮本恭子さん
が、地元の大学に声をかけ
たのだ。医療・福祉に関連
した学校に通う大学生や専
門学校生が、有志で参加し
た。会場の半分以上が学生
で埋め尽くされているよう
にも見える。日本対がん協
会の田渕マネジャーも「こ
こまで学生が多い会場は類
を見ない」と圧倒され気味
に話す。
　午後２時、開会式が始ま
った。地元の人気ヒーロー
「イバライガー」が準備体
操を率い、名物のハト風船
が青空に舞う。いよいよリ
レーウオークのスタート
だ。ここでも、スタートの

身としてとても勉強にな
る。なかなか無い機会なの
で、今年も聞きたくて参加
しました。」今年、つくば
国際大学からは80人ほど
が参加した。
　つくば会場での今年初の
試みとして、学生だけの実
行委員会が開かれた。そこ
から生まれた企画のひとつ
が、AKB48の楽曲「恋す
るフォーチュンクッキー」
をRFLつくばの参加者が
踊る動画制作だ。ダンスの
先生に振りを教えてもら
い、録画の段取りを練っ
た。当日は各テントを回っ
てその場で参加者にお願い
し、踊る姿を撮影した。会
場のあちこちで、参加者た
ちが一生懸命ダンスを覚え
ていた。筑波大学長、筑波
大学附属病院副病院長、つ
くば市長、茨城県議会議長
たちにも協力していただい
たというから驚きだ。RFL
Ｊ茨城副実行委員長で、筑
波大学放送研究会に所属す
る福田はるかさんが中心と
なって編集し、近々動画投
稿サイト「You	Tube」に
アップされる。
（日本対がん協会広報担当

　臼井あかね）

アーチを持つのは学生実行
委員。演出のシャボン玉を
吹くのは、地元の高校生た
ち。サバイバーたちが一周
目を踏み出す、サバイバー
ズラップが始まった。カメ
ラマンたちはここぞと集ま
ってシャッターを切った。
　学生たちが出展するブー
スでは、乳がんの触診モデ
ルや、たばこの危険性が説
明された模造紙が展示され
ていた。アロママッサージ
のブースには運営スタッフ
もかわるがわる立ち寄った
り、手品を披露するブース
は子供たちに大人気だ。
　茨城県立医療大学看護学
科２年の女子大生３人組
は、今年２回目の参加。同
大学からは15人ほどが参
加した。「初めて参加したと
き、ルミナリエがすごくき
れいだなぁ…って。昨年は

なんとなくボランティアで
参加して、ルミナリエを作
ったりするのが楽しかっ
た。だけど、あまり活躍で
きなかった。実行委員会に
入っていた友達が、とても
充実しているように見えた
んです。もっと深く関わっ
てみたい、と思って今年は
実行委員会に入りました。」
　昨年の会場の様子を撮っ
た写真の展示ブースがあっ
た。つくば国際大学看護学
科３年の福田さんと竹村さ
んが端から端まで食い入る
ように見つめる。突然、
「私が写ってる！」と一枚
の写真を指差す。会場テン
トの設営をしている写真
だ。彼女たちも昨年に引き
続き２年目の参加。「サバイ
バーズトークの時間に患者
さんの生の話が聞けるの
で、看護師を目指している

地元の学生も活躍 RFL茨城に新たな風

「恋するフォーチュンクッキー」に奮闘中

ルミナリエバッグを並べる学生実行委員 写ってる！と喜ぶ２人
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望しておりました乳腺腫瘍内科の上野直人先生のもとで研究さ
せて頂けることとなり、大変有難く思います。
　医師となり10年目を迎えますが、以前からこの学年で今後
よりよい医療を提供していくためには、世界の医療現場を実際
に見て体験し、日本医療の長所や短所に気づくことが大切であ
ると思っておりました。エビデンスへの知識を深め日本でのチ
ーム医療の充実を目指すうえで、世界最高峰に位置するMDア
ンダーソンがんセンターにて学ぶ機会を頂けたらと思い、応募
させて頂きました。
　この受賞は、対がん協会の方々、リレー・フォー・ライフジ
ャパンへ寄付して下さった方々などの多くの方の善意により与
えて頂いたものです。この賞に関わって頂きました皆様に、こ
の場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　私は、広島で生まれ、幼い頃から原爆のことを身近に感じな
がら育ちました。被爆という悲惨な経験をした方々から多くの
話を伺い、現在も後遺症で苦しんでおられるのを目の当たりに
し、広島で生まれ育った者として何かお役に立てたらと考え、
広島大学原爆放射線医科学研究所の血液腫瘍科に進みました。
大学では、原爆が影響し広島で罹患の多いとされる骨髄異形成
症候群、白血病の診療を行って参りました。そのうちに固形癌
の治療にも興味を持つようになり、その中でも乳癌は罹患され
ている方が多く、同じ女性としてお力になれたらと思い、現在
は乳癌の診療を中心に行っております。
　臨床を行ううえで、エビデンス通りに治療をすすめても満足
できるとも限らないことを多く経験し、それだけに、エビデン
スを知ることに加え、エビデンスを吟味し実際に生み出す大変
さや大切さを実感しております。また、日々進歩する癌治療に
対応するために、多職種の特徴をいかしたチーム医療を確立す
る必要があり、これが私たち医療者にとってもよりよい医療環
境を作る原動力になると確信しております。
　今回の留学で、最高の癌の治療現場で学んだことを日本の医
療に取り入れる方法を見つけてきたいと思います。
　このような貴重な賞を頂きましたことに重ねて感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。

　私は、乳がんと婦人科がんを専門とする腫瘍内科医です。
2004年に京都府立医科大学を卒業し、沖縄県立中部病院での
臨床研修を経て、2008年より国立がん研究センター中央病院
で腫瘍内科のトレーニングを受けました。その後、2011年11
月より、日本医科大学武蔵小杉病院腫瘍内科の設立に携わって
おります。私は乳がん、婦人科がんを専門として臨床・研究を
行い、また自院での患者会を開催し、昨年には埼玉でのリレ
ー・フォー・ライフ活動のお手伝いをさせていただきました。
がん患者の方によりよいがん診療を提供するにはどうすればよ
いかを常に考えながら、がん診療に従事しております。
　私は、実際にがんの臨床研究、臨床試験に携わるようにな
り、日本における様々な問題点に気付きました。がん臨床研究
に関する確立した教育システムがないこと、臨床研究コーディ
ネーターや生物統計家などの人的資源に乏しいこと、そして、
臨床試験とくに早期薬剤開発に携わる医師の不足です。現在の
日本においては、がん患者は欧米と比較して遜色のないがん治
療を受けることが出来る状況にあると思います。とくに外科治
療は世界でもトップレベルです。しかしながら、薬剤開発、臨
床試験の分野においては、日本は欧米に遅れを取っています。
　新薬を開発するには、第１相、第２相、第３相臨床試験と段
階を経てその薬剤の安全性、効果が検討されます。日本におい
ては、とくに第１相臨床試験に従事する医療従事者が少ないの
が現状です。日本の基礎研究のレベルは非常に高く、新薬の開
発も盛んであるにもかかわらず、その安全性を検討する臨床試
験（第１相試験）を自国で行うことが出来ないために、海外に
新薬が流出することが多々見受けられます。私は、このことは
非常に問題であると思います。がん患者の方が、より良い治療
薬をより安全に、より早く受けるためには、自国での臨床試験
の発展が必ず必要になってくるのです。
　私は、こうした臨床試験や新薬開発の発展に寄与することを
通じて、日本のがん患者の方がより良い治療を受けることがで
きるように尽力したいと考えております。今回の留学で得た経
験を、帰国後がんに苦しむ患者さんの為に活かしていきたいと
考えております。

RFLマイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞を受賞して
　『2013年度RFLマイ・オンコロジー・ドリーム奨励賞』（日本対がん協会主催、米国テキサス大学MDアンダ
ーソンがんセンター、オンコロジー教育推進プロジェクト協力）に決定した河野美保医師と原野謙一医師か
ら、MDアンダーソンがんセンターでの１年間の研修に先立って、メッセージが寄せられました。

広島市民病院腫瘍内科 河野美保日本医科大学武蔵小杉病院腫瘍内科 原野謙一
　このたびはマイ・オンコロ
ジー・ドリーム奨励賞を頂き
誠にありがとうございます。
このような機会を頂き、嬉し
さと共に身の引き締まる思い
が致します。
　世界屈指の癌治療施設、研
究施設であるMDアンダーソ
ンがんセンターにて勉強させ
て頂き、また、かねてから希

　この度は、リレー・フォ
ー・ライフ　マイ・オンコロジ
ー・ドリーム奨励賞を頂き、
ありがとうございます。MD
アンダーソンがんセンターと
いう素晴らしい施設で臨床研
究をする機会を頂き、大変感
激しております。留学中、乳
癌の臨床研究や新薬開発を学
ぶ予定です。
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ショートムービー３本を制
作しました。映像は公式サ
イトやYouTubeに掲載
し、イベントなどでも上映
したほか、対がん協会グル
ープや自治体でご活用いた
だきました。今年度も引き
続き富国生命相互保険会社
のご協賛で３本の映像をリ
リースします。
　昨年度の第１弾は高松明

　ピンクリボンムービーサ
プライの仕事は僕にとって
もチャレンジでした。普段
はミュージックビデオなど
の制作がメインなので、ぐ
っと毛色が変わったのは確
かですね。がんという病気
自体は僕らの世代でも身近
なので、そんなに構えたり
とかは無かったですが、病
院の待合室などでの放映も
想定しているため、乳がん
を体験したり、今現在治療
中の方に悲しい思いをさせ

す。今年度は、６月、８
月、10月発売号で掲載予
定で、メディアミックスに
よる啓発の場の広がりも期
待されます。
　「ムービーサプライ」の
映像使用をご希望の場合
は、ピンクリボンフェステ
ィバル事務局にご相談くだ
さい。（電話03−5218−
4771・大塚）

は建築事務所で設計の仕事
をしていて、妻はアパレル
の経理という設定です。ど
こにでもいる、都会の共働
きの夫婦を想定しました。
　僕は男ですからどうして
も男性目線になってしまう
けど、乳がんというとやは
り女性ですよね。大切な女
性ががんになったら、とい
うところからまず発想しま
した。えっ、独り者はどう
するんだって？もちろん一
人でがんに立ち向かえる強
い人も沢山いるでしょうけ
ど、独身でも既婚でもみん
な家族や友達といった、誰
かに支えられて生きている
という点では同じだと思い
ます。今回、がんの事をす
ごく勉強して、それを強く
感じました。（談）

子監督による『だだっこ
篇』。ＮＨＫの『あまちゃ
ん』でブレイクした安藤玉
恵さん扮する母親が検診に
行かない理由を並べ立て、
子供のように駄々をこね、
小学生の息子に一喝されま
す。検診受診は本人だけで
なく、家族のためでもある
ことを、親子の会話で印象
的に伝えます。このほか、

たり、傷つけたりすること
は絶対避けたいと思いまし
た。とは言え、あまり気を
使いすぎては作品が縮こま
ってしまう。そのへんの兼
ね合いが難しかったです。
　がん体験者の方に話を聞
いたり、お医者さんの話を
聞いたり、取材はすごくし
ました。結果、思い至った
のが「日常」ということで
した。がんにかかったり、
治療をしたり、そんな日々
をあくまで日常の中で描こ

職場で乳がん検診について
話す『話そう篇』、女性の
関心が高い占いが題材の
『占いの母篇』を制作しま
した。
　今年度は病院の待合室な
どでの放映も想定し、治療
中の患者さんに病気に立ち
向かう勇気や笑顔をもたら
す第１弾、初のアニメーシ
ョン作品となる第２弾など

うと思いました。理由です
か？うーん、何だろうな。
日常の中で淡々と描く方が
伝わるんじゃないかな。僕
はＰＶでも日常を描くこと
はよくあります。
　「日常」と「時間の流れ」
ということも意識しまし
た。がんと生きるっていう
と構えちゃうけど、（登場
する夫婦）二人の時間や歴
史の中にがんもあるわけで
すから。夫婦のプロフィー
ルもちゃんとあります。夫

　ムービーサプライ今年度の第一弾は夫婦の歴史の中
でがんと生きる日常を描いた『共に、篇』。さりげな
い日常の描写の中で、がんに立ち向かう妻と共に生き
て行く夫のまなざしが印象的な作品です。監督の丸山
健志さんは普段はＡＫＢ48グループのプロモーショ
ンビデオなどを制作している気鋭のディレクター。本
プロジェクトに参加した感想をお聞きしました。

日常の中でがんと生きる日々描きたい  ムービーサプライ2014 第一弾『共に、篇』を監督
ケーアールケープロデュース ディレクター 丸山健志さん

映像の力で検診受診を訴える「ピンクリボンムービーサプライ」

夫婦の絆を描いた第１弾、『共に、篇』より

を制作します。
　「ムービーサプライ」
は、宣伝会議発行の月
刊誌『ブレーン』に連
載中の企画「クリエイ
ティブリレー」に連動
して実施しており、映
像の制作過程やクリエ
ーターの制作意図など
が誌上でも紹介されま

　ピンクリボンフェス
ティバルの一環とし
て、昨年度から映像の
力で啓発メッセージを
伝える企画「ムービー
サプライ」をスタート
しました。実力派の若
手クリエーター３人を
起用し、乳がん検診受
診を促す60～90秒の
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「面倒？こわい？忙しい？
　言い訳しないで検診へ」

　この標語で今年度のがん
征圧スローガン最優秀賞を
受賞した青森県総合健診セ
ンター（日本対がん協会青
森県支部）の熊谷里子さん
は、５月７日に支部の佐々
木理事長、堀内専務理事ら
とともに青森県庁を訪れ三
村申吾知事に受賞を報告し
た。
　熊谷さんは人間ドックセ
ンターの健診課職員。日々
の業務の中で受診率の低さ
に悩み「がん検診を受けな
い理由を考えたときに浮か

選考委員会では議論が伯仲
した。
　今後１年間にわたって、
日本対がん協会及び支部の
広報などでこのスローガン
が全国的に使用される。ま
た熊谷里子さんは９月５日
に福岡市で開催されるがん
征圧全国大会で表彰される。

んだのがこの三つだった」
と創作の背景を説明。「がん
検診に行こうという人が少
しでも増えれば」と、この
スローガンに思いを託した。
　国の調査では10年の青
森県のがん年齢調整死亡率
は、男女とも全国ワースト
１になっている。塩分の多
い食事や運動量の少なさが
原因として挙げられてい
る。長寿を誇る長野県の担
当者を呼んでその秘けつを
聞いたり「短命県」という
汚名返上に躍起だ。
　スローガンの説明を受け
た三村知事は「短命県返上
には検診で早く病気に気づ

がってほしい」と熊谷さん
の受賞をたたえた。
　このスローガンは日本対
がん協会へ寄せられた全国
支部からの128作品の中か
ら最優秀として選ばれた。
がん検診への関心の高まり
とともに、年々作品のレベ
ルは上がっており、今回も

三村青森県知事を表敬  がん征圧スローガン最優秀賞受賞で
−青森県支部の熊谷里子さん

くことが大
切。今回は検
診現場の職員
が受診率向上
に強い思いを
見せてくれ
た。これをき
っかけに検診
のすそ野が広

　母の日も近い５月６日
（火）、埼玉西武ライオンズ
（埼玉・所沢市）が西武ド
ームで「LIONS	HAPPY	
MOTHER’ S	 DAY」を
開催しました。日本対がん
協会も協力し、来場者に向
け女性特有のがんを中心に
がん啓発活動を行いまし
た。
　このイベントは、日頃、
家族を優先し自分を後回し
にしがちなお母さんに、感

くの親子連れに啓発テント
に立ち寄ってもらいました。
　また、当日販売されたピ
ンクのオリジナルリストバ
ンドの売り上げの一部や、
選手、監督、コーチがこの
イベントで着用した帽子に
直筆サインを入れてチャリ
ティオークションを行い、
収益金ががん征圧支援のた
めに当協会に寄付されます。

謝の意を表すとともに、
「乳がん」、「子宮頸がん」
について啓発し検診に行っ
てもらおうと企画されまし
た。当日はスタジアムの塁
ベースや、ネクストバッタ
ーズサークルなどをピンク
色に装飾するほか、女性限
定でライオンズオリジナル
ロゴのピンバッジをプレゼ
ントしたり、始球式で使用
するピンクの横断幕に来場
者がお母さんへのメッセー

がん克服者でもある松田陽
子さんが招かれ、娘さんと
ともに検診の大切さを来場
者約２万4000人へ呼びか
けました。当協会のがん啓
発ブースでは、女性特有の
がん知識クイズや、お母さ
んへの感謝のメッセージを
添えて乳がん、子宮頸がん
無料検診クーポン券をプレ
ゼントしてもらう企画を実
施しました。寒空の中、多

西武ドームがピンク一色に！　埼玉西武ライオンズ
「LIONS HAPPY MOTHER’ S DAY」で

乳がん、子宮頸がん啓発活動

ジを記入するコ
ーナーを設置し
たりと盛りだく
さんの催しが行
われました。試
合前に行われた
始球式では、シ
ンガーソングラ
イターで子宮頸日本対がん協会のがん啓発ブース

前列左から牧田和久投手、松田陽子さんと娘のらなさん

右から青森県支部佐々木理事長、三村青森県知事、
熊谷里子さん、塩見・日本対がん協会常務理事

ⒸSEIBU�Lions

ⒸSEIBU�Lions
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　５月16日、神戸メリケ
ンパークオリエンタルホテ
ルで「第４回リリー・オン
コロジー・オン・キャンバ
ス～がんと生きる、わたし
の物語。絵画・写真コンテ
スト」の受賞式が開かれ
た。このコンテストは
2004年に米国のイーライ
リリー社の主催で始まっ
た。がんになっても自分ら
しく生きられる社会の実現
を目指し、がんと告知され
たときの不安、がんと共生
していく決意、そしてがん
の経験を通して変化した自
分の生き方などをエッセー
とともに絵画や写真で表現
する。米国ではこの10年
間で既に4000件を上回る
「わたしの物語」が寄せら
れている。日本でも日本イ
ーライリリー株式会社の主
催、日本対がん協会などが
後援して2010年から当コ
ンテストが開催され、４回
目となった今年は、絵画部

　写真部門で最優秀賞とな
ったのは、下山公明さんの
「父の肖像」。2012年11月、
大腸がんですぐに手術が必
要との知らせを受けて飛行
機で実家に帰省し、『絶対
に泣かないぞ』と誓ったも
のの、意気消沈した父の姿
を見た瞬間に涙が止まらな
かったという。７時間に及
ぶ手術が終えたものの、肝
臓への転移も見つかり2013
年に再手術となった。しか
し、再手術に向かう父の後
ろ姿は「絶対生き残ってや
る」という戦場に向かう戦
士に見えたそうだ。そして、
２度の手術を乗り越えた父
に感謝する写真の一枚が、
がんと戦う強い父の姿を見
事にとらえ、モノクロにし
た事によってより力強さを
表すこととなった作品だ。
　現在、コンテストの受賞
作品は各地の病院やイベン
ト会場で巡回展覧されてい
る。これまで回った病院は
100か所以上に上り、多く
のがん患者さんたちに勇気
と希望を与えたいという趣
旨を生かしている。また、
日本イーライリリーのパト
リック・ジョンソン社長
は、受賞式会場の挨拶で
「がんサバイバー」の皆さ
んに役立つよう、これから
も創薬の部門でさらなる努
力を続けるとその決意を述
べた。

門52点、写真部門60点の
計112点の応募があった。
専門家やがん体験者らでつ
くる審査委員会が審査した
結果、最優秀賞各１作品、
優秀賞各２作品、入選各３
作品が選ばれた。
　絵画部門で最優秀賞とな
った「いのちの花」を書い
た藤原しず子さんは、５年
前の５月に乳がんと診断さ

れた。大切な友人を肺がん
で亡くしたばかりで、心の
傷も癒えずにいた時のこと
で恐怖と不安の最中の手術
であったそうだ。入院中も
画材を持ち込んで好きな絵
を描き、再発、骨転移と長
い入院生活が続いたが、人
との交流を通して自分らし
くいられる事に喜びを感
じ、マイナス面を見ること
よりプラス面に目を向ける
心の持ちようで新しい発見
があったとエッセーでつづ
っている。「描くことでエネ
ルギーをいただき、力が湧
いてくる気がする。いのち
の花には不思議が隠れてい
る」と。（藤原さんは残念な
がら入選の知らせが届いた
後、４月末にご逝去されま
した。心からご冥福をお祈
り申し上げます。）

「リリー・オンコロジー・オン・キャンバス
  ～がんと生きる、わたしの物語。」

─ 絵画・写真コンテスト ─

第
４
回
最優秀賞は北海道の藤原さん（絵画部門）と
兵庫県の下山さん（写真部門）に決定

絵画部門「いのちの花」
（北海道札幌市　藤原しず子

享年54歳）

写真部門「父の肖像」
（兵庫県加古郡　下山公明　27歳）

喜ぶ受賞者の皆さん。左から絵画部門優秀賞の稲葉由華さん、同優秀
賞小野寺君代さん、写真部門最優秀賞の下山公明さん、同優秀賞宇都
宮多恵さん、同優秀賞河原典子さん


